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れた戦争画は， のこらず， 模写したものである。 その弟が， ドレスデンから














fこ。 コノレヌマY氏は銀行家 (lebanquier)であった。 かれはカザノーずァに
こころひかれるものがあった。そこで，かれは，カザノーずァに，フラ γス当i
時の財政金融についてかたった。その内容は，しばらし 「回想録」によれば
1) MI開 oircs，III， ix， pp. 20()-201 
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つぎのごとくであるロ
かれは，わたくしに，通貨の欠乏の大な志こと(lagrande disette d'argent) 
を猶々と述べ，その対策を講ずるよう財務総監に説いてくれ， と，わたくし
にうったえた。かれは，わたくしに、う。国債 (dese宜etsroyaux)を，
アムステノレポムの商人の団体 (unecompagnie de négociant~ u'Amster-




















2) Ib~d.: II!， xii， p. 299 
3) Ibia.， pp. 299-300 
，. (250) 第96巻第4号
lides)に行くことになっている。いま，これから手紙を書いてあげるから，あ














そのため， それをかんがえて， 一晩巾ねないで， 夜をあかした(jepa田副
la nuit blanche a y reflechir)oわたくしは， アy パリー下へ行った。 γ
q アズーノレ氏は，だく吉んのしごとをてっとりばやくかたずけることで有名




平安をいのる，と，いってくれた(il...mesouhaita un bon voyage)。
わたくしは，いそいで，ベノレケンロード氏 (M.Berkenrode)から旅券を
もらい，即日， わたくしの事務所の券(ロッテリーの券のことー訳者〕のす
4) lbid.， p. 300 
5) Ibid 
第三のカザノー ヴァ (4) (251) 25 
べてに署名する権限をわたくしの信用している事務員にあたえた九
デュノレフェ夫人は，カザノーずァがフラシスのために (pourle bien de la 
France) オヲ Yダに行くことをきくと， ゴータンプーノレのイ y ド会社の株券
の若干 (plusieuTsactions de la compagnie des lndes de Gothembourg) 
をかれに托し，売ってくれ，と，依頼した。かの女は，その株券を 6方フラYも
っていた。しかし，それ壱パリ取引所 (laBourse de Paris)で売ることがで
きなかった。そこにかね(l'argent)がなかったからである。さらに(enoutre) 
その利子(l'interet)をしはらおうとしなかった。利子はかなりの額になって
いた。と，いうのは， 配当 (dividende) のしはらいがとまって，すでに 3
年におよんでいたからであるぺ
カザノーヴァは=ノレヌマ yの家によった。コノレヌマ γはカザノーヴァにラ・
へイの宮庭にでいりするイスラエノレ人銀行家ポーヅ氏 (M. Boaz， banquier 
israelite de la cour a La Haye) えあて 3，000プローヲン(宜orins)の為替
手形 (unelettre de ch出喝のを 1通ふり出してあたえた。それから，カザノ








かれは， わたくしをひきとめ， コーデノレバヅグ民 (M.de Kauderbac)を
まじえて，食事をした。コーデノレパクク氏はザクセY選挙侯ボーローニュ王
の駐在員 (residentdu roi de Pologne electeur de Saxe)であった。 ア
6) Ibul.， p. 302 
7) Ibid.， pp. 302-303 
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フリ氏は， うまくおやりなさいといって，はげましてくれた。しかし，同時
に，こういった。 rじぶんは成功をあやぶむ，そのわけは，オラ yダ人は，
平和は，そうはやくは来ない， と，いみじくも信じている (le5Hollandais 




ま， コノレヌマ γ氏からの手紙を読んだばかりのところです。コノレヌマ Y氏はあ
なたのことを，とても，ほめています」と。そして，カザノーグァ壱よろこば
そうとして， つづける。 r今日は，ちょうど， クリスマス (10. veille de 1a 
Noel)ですから，きっと，これから，イエスさまのおもりをなされることでし
ょうJ (bercer l'enfant JeSus) とG しかし， カザノーヴァは， こたえてい
う。 円、え，わたくしは，あなたと，御一緒に，マカベーのおまつり壱おいわ






ーラ Yほどもうけさせて， くださし、J (me faire gagner une vingtaine de 
mille florins dans quelque bonne a古田町)と，たのむ。





8) Ibid.， p.303 
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げましょう」という。
そういって，かれは， カザノーヴァを， じぶんの事務室 (soncabinet)に
つれてゆ〈。そして，そこで，金貨と手形で (enor et en billets de change) 
3千フローラ yの勘定をすましてかι，カザノーヴァにむかっていう。あなた
しだいで， 1週間で，あなたのおっしゃっていたz万フローランがもうけられま
すよ (ilne tenait qu'a moi de gagner en huit jours les vingt mille florins 







面 (unenote)があります。 鋳造したばかりの40万デーカ (ducats) を金の
時価で (auprix courant de l'or)で売りたいと，いっています。さいわい，
現在，金の価格はたかくありません。 1デュカが 5フローラ γ ・2スチュー
ベー10的昔の 3ですめ。ことにマイ γのフランクフルト (Francfort-sur-le-Mein)
の為替相場表 (coursdu change)があります。 40万デ L カを買いなさい。そ
して，アムプ、テノレダム払い為替手形(deslyttres de change sur Amsterdam) 
にして，マインのフラソクフノレトに，携行するか，送付するか，しなさい。これ
がもうけです。あなたのもうけは 1デ z カにつき 1スチューベー・ 9分の




カザノーヴァは，ここで，まよいがさめる (revenaisd'un pcu loin)o iし
9) lbid.， pp. 303-304 
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かし」とかれは，ポーヅ氏にむかつて，し、う。 400万以上にも上ぽる額のツー




















にし， いましがた， ブーローニュ氏からの手紙をうけとったと， ったえる九
その手紙は， 平和のとりきめが， まさにむすばれようとしているおりである
から，カザノーヴァに8分以上の損失では， (a plus de huit pou:r cent de 
perte)2，OOO万をてばなさせないようにと，ブーローユュ氏よりアフリ氏lこ依頼
10) Ibid. p. 304 
ll) Ibid 







正直なひとでも，かたりにはちがし、ない (leplus honnele n'est que le moins 
fripon) のだから，といい，さらに，ことばをつづけて， Iもし，おのぞみな
らば，プムァ、テノレダムのベノレ氏 (M. Fels) への紹介状を肯しあげましょう」
という。カサごノーウ'ァは，ありがたしそれをうける。また，かれのゴ-ls:/プ
ーノレの株式の件で，役立つようにと，スエーデγ の大臣 (ministrede Suede) 
に，カザノーヴァを紹介する。とのものは，カザノーヴァをO氏 (M.d'O)の
ところにさしむける問u カザノーヴァはその「回想録」においては，実名をさ
けてO氏といってい志が，後の学者は， それを， トーマス・ホープ (Thomas
Hoope) e考古Eしている問。
その日は，ヵザノーヴァは， サユバ・ジャ Yの冬まつり (lafete de la Saint-
Jean d'hi切りのための秘楕結社の大会(lagrande reunion maconnique) に
列席するため滞在し，その翌日，アムステノレダムにむかう。そして，日のくれか





12) Ibid.， p.p. 304-305 
13) lbid.. p.305: 
14) Hermann Kesten， Casa叫開， Translated by James Stern and Robert Pick士wm





0)'号はカサ主ノーヴァに， もうし出る。いわし 「あなたが例の債券壱 1割 5
分でてばなされるなら，わたしが，ひきとりましょう。そうすれば，あなたは，
仲買人 (courtier) と公証人 (notaire) の費用(frais) がはぶけます。そし
て，わた〈しは， よい時機をまって， てぱなしますJ カザノーずァはこのも
うしいで壱有利と判断G.即座に手をうち，私署して売りわたしをすましたる
かvoirfait la vente sous seing prive)後，為替手形壱くり(prisune lettre 
de change a mon ordre sur Tourton et Baur)。 ノ、γ フ勺レグの為替相場に











とにあること，アフリ氏は自分以上の損失で (ahuit pour cent de perte)そ
れをてぱなしてはならないこと，が， しるされていた。いま 1通は，ベノレニ
氏 1i'らのものであった。そして，ぞれには，つぎのことがしるされtいた。い
15) Memoires， III， xlIi， pp. 305， 307 
16) Ibid.. p. 313 
17) Ibia.. p. 316. 
18) Ibid.. p. 317 






の損失で(adix pour cent de perte)売却し，スェーデソの証券(lesactions 
suedoises)を，あなたがあなたの16を売られたように， 1割 5分高で(aquinze 
au dessus rle cent) うけとると k壱約束され，その書類に， 大使が署名する
よう忙なさるお気があるなら，わたくしは，あなたのために，あなたの 2千万














ポーヅ氏はこの 1万 2千フラ yをカザノーヴァに， デュカ貨でしはらう。
「このことにより」と，カザノーヴァは，しるしている。 rボーヅ氏は，わた
19) Ibid.， III. xiv， pp. 321-322 
20) Ibid 























は，現銀 1千万 5分乃至6分利附債券7千万， 仲介手数料 1分梓除， (dix 
millions argent comptant， et sept miIlions de papier qui donneraient 
cinq et six pour cent， avec un rabais d'un pour ce此 dedroit de courtage)， 
さらに，フランス・インド会社 (lacompagnie des Indes francaise)がオラ
22) Ibir1 
23) Jbid.， pp. 328-330 
24) lbid.. p. 330 
33 (..9) 第三回カザノー ゲ7(4) 
ンダ会社(1acOIIlpagnie hollandaise)に対する負債120万アローラ Y を放棄
カザノーヴァはしるしている。「ノレイ一五世のするという。「この条件は」と，
そのときの財政状態にてらせばいula penurie oi'L Be廿ouvaitle tr白 nrrle 
もっともなものである1:.
ひきうけることがで






























ヴァのオラグノレに心酔することになる o おりから，イユノド会社の 1隻の船 (un







































26) Ibid.， pp. 331-346.' 
27) Ibid.， pp. 346-347. 
28) Ibid.. p. 345 
29) Ibid.， p. 347 

















(deux mi1le livre sterーling)0 0氏がカザノーヴァに提供したものが， ツール
トゾ・ポーノレあて (surTourton et Baur)為替手形，モYマノレテノレのパりあ
て (surParis de Monmartel) の為替手形， あわせて10万フローヲソ，およ





30) lbid.， p.348 
31) Ibia.， p. 349 
32) Ibid 










パリにかえりついたカサごノーヴァが， まず，たつねたのは，パトロ Y のベノレ
ニ氏であった。そのときの会話をカザノーゲァはつぎのごとくしるしている。
一ー し、つノミリえ， と，大臣は，わたくしの手をとっていった。




ポプリニェーノレ (M.de la Popliniere)というものがいる。総括租税請負人









34) Ibid.. p. 350 
35) Ibid.. III， xv， p.352 












後，かれは，カぜノーずァに 4分で，借款 1億 (unumprunt de cent mil-










きます。そんなことは，ありません (iln'en est rien)，と。それに， その
証拠がすこしもありません。わたくしは，しろです。わたくしは仲介料の権
利を主張することができる，と，おもいますが〉
36) Ibid.， pp. 356-357 




をむかえる。だが，カザノーヴァが， 50万フローラ y もらわねばならぬ，と，
いうと，かれは，皮肉な微笑をうかべる。そして，つぎの会話が展開する。
ヱーわた〈しは，あなたが10万エキュの一覧払為替手形 (lettresde chan 
ge a votre ordre)の所持者であることを，しっています。
一一一それは，そのとうりです。ですが，それは，わたくしのしたこととは，
なんの関係もありません。それは，すでに証明されている事実で，それにつ

















38) Ibid.， p. 35~ 
39) 本稿， ..本誌.96巻2号 19田




















































































1 ，本誌。 96巻2号， 1965 本稿，41) 
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42) 向上。 iv，本誌 96巻3号， 1965 
43) See， for example， Hermann Kesten， ibid.， p.79. "Cassnova...was...an inc。口igible
SIu"nd十hTlft"." IJ唱i太郎氏訳「カザノー ヴ 71上巻 (角川丈障版)196頁， r かれほー 『
手のつけられない浪費家で J， 





















せていた。わたくしは， ζ ころえのあるひと (unhomme instruit) と相談
した。このひとは，技術のことも，経首のことも，こころえていた。そして，
このひとが，その管理者 (ιlirecteurue l'etablissement) になることにな
っていた。
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わたくしは，タ γプノレ (Ternple) の境内に 1軒の広壮・美麗な家を，年
1，000 =キ品でかりいれた。この家には，わたくしの女工たちのみな (toutes.
mes ouvrieres)がはたらくべき広大なひろま (unesalle spacieuse)，庖舗
(magasin)に利用されるべきいま一つの大きなひろま，わたくしの男工たち



















たち (jeunesfilles destinees-a pejndre) 20人をさがし出してくる労は，わ
たくしは，これを，管理者にまかせた。己のむすめたちは，週末ごとに給料
をうけとる己とになっていた。わたくしはT ガザ γ に， タアタ (七a宜etas)
・ツー ノレ絹布 (degros de Tours) 300まきくpl色ces)，その上に彩色もょう


























45) ]凶hηoil'e.s， III， .xvii， pp. 417-419 
46) Ibid.， pp. 419-420 
























































51) Ibid.， p. 453 
52) Ibid 
53) Ibid.， pp， 454-455 
54)" Ibia. 
55) Hermann Kesten，品id.，p. 257 





(C'etait le premie!' de decembre de 1759; le froid eta.it assez sensible， 
mais j'etais premuni contre ses rigueurs. Ma chaise etant bien close 










た版(本稿I，註4) 本誌， 96巻l号)は completeではあるが 6巻ものである。
したがって， 三本稿の引用における liIe附 oires，Vo1. IIIは12巻ものでは Vol.Vの後
半から Vol.VI にあたるはずである。
56) Memoil'cs， III， xviii， p.455 
